
○第８６回遺伝子組換え食品等専門調査会（非公開） 

 

日時：平成２２年１１月１６日（火）１４：００～１７：３０ 

 

議事概要： 

（１）食品健康影響評価について意見を求められた遺伝子組換え食品等の安全性評価について 

１）チョウ目害虫抵抗性ダイズＭＯＮ８７７０１系統（食品・飼料） 

・審議の結果、評価書（案）を食品安全委員会に報告することとなった。 

＊チョウ目害虫に対して抵抗性を持つダイズです。 

２）チョウ目害虫抵抗性ワタＣＯＴ６７Ｂ系統（食品・飼料） 

・継続審議となった。 

＊チョウ目害虫に対し抵抗性を持つワタです。 

３）チョウ目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性トウモロコシＢｔ１１系統とコウチュウ

目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性トウモロコシＢ．ｔ．Ｃｒｙ３４／３５Ａｂ１ Ｅ

ｖｅｎｔ ＤＡＳ－５９１２２－７系統とコウチュウ目害虫抵抗性トウモロコシＭＩＲ６０４系

統とチョウ目害虫抵抗性及び除草剤グルホシネート耐性トウモロコシ１５０７系統と除草剤グリ

ホサート耐性トウモロコシＧＡ２１系統からなる組合せのすべての掛け合わせ品種（既に安全性

評価が終了した８品種を除く。） 

・審議の結果、一部修正の上、評価書（案）を食品安全委員会に報告することとなった。 

＊安全性評価が終了しているトウモロコシ５品種を交配によって掛け合わせた品種ですが、収穫

される種子は１粒ごとに形質が異なります。したがって、すべての掛け合わせ品種のうち、安全

性評価が終了している品種を除く品種が評価の対象となります。 

４）ＢＲ１５１（ｐＵＡＱ２）株を利用して生産された６－α－グルカノトランスフェラーゼ 

・継続審議となった。 

＊デンプンから糖質を生産するために使用される食品添加物です。 

 


